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 皆さんの地域の取組みを
市 社 協 地 域 福 祉 課 ま で 
ぜひお知らせください！  

廿日市市社協 廿日市地域の福祉情報紙 

 廿 日 市 地 域 の サ ロ ン ・ 見 守 り 活 動 な ど 様 々 な 福 祉 の 取 組 み を

伝 える情 報 紙 「 つながＬ ｅ ｔ ｔ ｅ ｒ （ レター） 」 を発 行 しています。 

廿日市市社協では各日常生活圏域
(※)に生活支援コーディネーター(SC)
を配置しています。SC は、地域で気に
なることや、地域でやってみたいこと
など、地域の声を聞き、住民の皆さんや
専門職、関係機関等と一緒に考え、誰も
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佐方、廿日市、平良、原の皆さん 
よろしくお願いいたします(*^^*) 
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地域のことを地域の皆さん
と一緒に考えていきます！ 
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地域の行事やサロンなどにお邪魔さ

せていただきます。お見かけの際は、
お気軽にお声がけください。 

※日常生活圏域とは・・・ 
廿日市地域を東部(佐方・廿日市・平良・原)、中部(宮内・串戸・宮
園・四季が丘)、西部(地御前・阿品・阿品台)の３つに分けています。 
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地域の皆さんが、住み慣れたこ
の地で過ごしていけるよう、お
手伝いさせていただきたいと
思います。 

4 月 16 日(火)「さくらの会」にお邪魔しました。

「さくらの会」は 20 余年前にデイサービスの利

用者の家族同士が悩みを話し合い、リフレッシュ

するために立ち上げたそうです。現在は、地域の誰

でも気軽に行けるサロンとなっています。 

この日は 5 人の参加者で、お花見会を兼ねた昼

食会！！「すっかり葉桜になっちゃったね～」「最

近は野菜が高いね～」など話は尽きません。桜はあ

りませんが、楽しい会話に花が咲きました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けられる地域づくりを進
める役割を担っています。 



  

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎月第 3 木曜日の 13:30～13:45、ＦＭはつかいち(76.1MHz)で市社協タ

イアップの「社協発！はつぴいタイム」を放送しています。この番組は、

廿日市の福祉・介護人材確保と離職防止を目的に、福祉の仕事にかかわる

さまざまな人に福祉の魅力を発信してもらう番組です。 
4 月 18 日の放送は、広島県社会福

祉協議会の濱本 歩実さんをゲストに

迎え、福祉・介護分野での「介護助

手」という働き方について、お話し

してもらいました。 

“介護助手とは、介護の仕事をサポ

ートする職種で、掃除や配膳、洗濯

といった、介護ではなく環境整備と
いわれる「補助的な業務」を担当します。これまで、介護職員が、そういっ

た部分も一手に担っていましたが、元気なシニア世代や、子育てが落ち着い

て何かやってみたいという人などに力を貸してもらおうという取り組みで

す。特に必要な資格はなく、短時間の勤務を設定している所もありますの

で、働きやすい仕事で、学生のアルバイトにもお勧めです” （濱本さん） 

市社協でもこの取り組みを積極的に周知啓発し、さまざまな 

ツールを活用して福祉の仕事の魅力を発信していきます。 

放送中のパーソナリティの山本千帆里
さん(左)と県社協の濱本歩実さん(右) 


